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山
Ｔ

褪

鰐

跡

疑

期
地
５

所
在
地
　
　
　
山
口
県
萩
市
北
片
河
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年
度
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
Ю
）
二
月
―

一

九
九
九
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
⑫
山
口
県
教
育
財
団

・
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
谷
口
哲

一
・
鈴
木
　
卓

・
井
川
隆
司

・
藤
川
貴
和

。

村
崎
賢

一
・
福
本
和
久

・
吉
武
裕
文

遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

萩
城
跡

（外
堀
地
区
）
の
発

掘
調
査
は
、
都
市
計
画
街
路
整

備
事
業
に
伴
う
事
前
の
調
査
と

し
て
一
九
九
七
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
、　
一
九
九
八
年
度
が
二
年

次
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
約

一
九
〇
〇
ポ
。
調
査
で
は
外
堀

詢

内
に
形
成
さ
れ
た
町
屋
と
、
外

堀
の
一
部
を
検
出
し
た
。
町
屋

は
遅
く
と
も

一
七
世
紀
後
半
に
は
外
堀
内
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、

一
人
―

一
九
世
紀
に
か
け
て
の
二
な
い
し
三
面
の
遺
構
面
を
確
認
し
た
。
検
出

さ
れ
た
町
屋
遺
構
は
、
石
垣

・
石
列

・
石
段

・
排
水
溝

・
礎
石
建
物

・
埋
奏

・

井
戸

。
廃
棄
土
坑

・
胞
衣
埋
納
遺
構
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
は

一
人
世
紀
前
半
―
中
頃
の
大
型
廃
棄
土
坑
で
あ
る
Ｓ
Ｋ
二
九
三
か
ら

二
〇
点
、
Ｓ
Ｋ
二
七
七
か
ら

一
二
点
が
出
土
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
木
簡
状
木
製

品
四
六
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
両
土
坑
か
ら
は
多
数
の
近
世
陶
磁
器
と
と
も

に
、
約
千
点
の
木
製
品

（建
築
部
材

・
下
駄
・
漆
椀
・
櫛
・
箸
。
曲
物

・
栓
・
シ
ュ

ロ
ほ
う
き
。
へ
ら
・
舟
形
木
製
品
。
人
形
頭
部
な
ど
）
が
出
土
し
て
い
る
。
な
お
木

簡
に
使
用
さ
れ
た
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
科

・
ス
ギ
科
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｋ
二

九
三
出
土
木
簡
の
う
ち
三
点
を
紹
介
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
名
＜鯨
油
九〔熊だ
百
目　
　
」

。
「
＜

符

於

印

（
焼
印

）

通

な

」
　

　

　

　

　

　

Ｐ
ω睫

∞
隻

ヽ

露

「
＜
一
米
四
斗
三
升
喜
右
工
門
組
」

「
＜
　
　
　
地
福
村
貞
右
工
門
組
」
　
　
　
　
Ｐ卜深
］受
伽
ｏ講

①
　
。「糾
顧痔眼太組
入合
　」

名
宇
田
村
庄
や
藤
八
郎
内
」
　
　
　
　
　
　
　
Ｐい巽
］反
］
霊

(2)



1999年 出土の木簡

①
は
左
側
面
上
部
を
折
損
す
る
。
下
端
は
台
形
に
カ
ツ
ト
し
、
表

・
裏
面
と

側
面
は
丁
寧
な
削
り
調
整
を
施
す
。
裏
面
中
央
に
は
焼
印
を
押
す
。
②
は
上
端

の
一
部
を
欠
損
。
樹
種
は
ス
ギ
で
あ
る
。
⑥
は
ほ
ぼ
完
存
。
全
体
に
削
り
調
整

を
施
し
、
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
人
名
、
地
名
、
商
品
名
や
数
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
荷
札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
の

「
通
」
は
現
在

の
長
門
市
通
で
あ
り
、
江
戸
時
代
日
本
海
に
お
け
る
捕
鯨
基
地
と
し
て
繁
栄
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「鯨
油
」
は
灯
明
の
燃
料
な
ど
と
し
て
搬
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
②
の

「地
福
村
」
は
阿
東
町
地
福
。
側
の

「畔

頭
」
は
防
長
地

域
内
に
お
け
る
組
頭
の
こ
と
で
、
庄
屋
の
も
と
地
域
の
行
政
を
担
当
し
た
。

「宇
田
」
は
阿
武
町
宇
田
。
こ
れ
ら
の
荷
札
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
名
か
ら
、

防
長
各
地
よ
り
萩
城
下
町
に
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が
搬
入
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

９
　
関
係
文
献

帥
山
口
県
教
育
財
団

・
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「萩
城
跡

（外
堀
地

区
こ

（『陶
填
』

一
二
　
一
九
九
九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（谷
口
哲
一
）




